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柔道選手における指示されたレベルに対する握力発揮について
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A study of the grip strength to the indicated level in Judo athletes
●

Ikuo Matsunaga, Jinpei Fujisima, Osamu Takaoka, Masaharu Hiranuma,

Ⅰ.研究の目的

柔道技術の指導の際に,よく｢肩の力を抜いて, 8分程度｣, ｢手首は柔らかく,軽く握って｣そ

して｢膝は柔らかく｣という言葉を用いる｡

勿論,その言葉は柔道の技術指導原理に沿って考えてみても,適切な言葉で力が手首,膝に入り

すぎていたのでは自分の身体を俊敏に捌けないし,瞬時に技を掛けることもできない｡

松本は技のコツを修得する言葉を列挙している9)が,その中から,力の発揮に関する言葉を拾っ

てみると, ｢相手の柔道衣昼第三指から第五指までの三本指で振る｣, ｢柔道衣の握りはゆで卵をこ

わきぬ程度｣, ｢相手を後方に投げる時には二,三間後ろに倒すつもりで｣, ｢払腰はほうきで掃くよ

うに｣, ｢横捨身はタオルの先に石を包んで,振りまわす気拝で｣, ｢崩袈裟固は,つきたての餅を相

手のからだにのせたように｣等がある｡いずれも,力の入れ加減を表したものといえるし,技術指

導をスムーズに行うための言葉ともいえる｡
4, 18,20,21,23,32,34,36) 1,2,3,5,8, 10, 12,13,22,25-28,30,35,37)

現在は,技術指導がさらに良くいくように,競技の体力,筋の発揮,技術と力の様式,また負荷
6, 17-, ll, 14-16, 31)

の主観的認識や指示と動作との関係等について数多くの研究がなされてきている｡その成果は指

導現場で生かされているが,特に学校現場においては教師の指示に従い生徒が活動している｡教師

の指示により,生徒がフィードフォワード的に筋の調節を行い,技術の習熟を図っているわけで,

良くいった時は教師の指示通りの筋力発揮ができたといえるし,失敗した時は筋力発揮がオーバー

したかどうかを感覚的に筋にフィードバックし,再びフィードフォワード的に試行することになる｡

そこで,教師は自分の指示した筋力発揮のレベルに,どれ位レベル通りに発揮しているかどうか,

また,指示したレベルにどれ位のオーバーがみられるのか,逆にどれ位下回っているのかの実態の

把握をしておく事は技術指導上,極めて重要な事と考える｡

そこで,前回29)は柔道選手の上腕筋の屈曲,伸展について,最初に最大筋力を発揮させ,その後,
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最大筋力の0.8max,0.5max,0.3maxの各レベルでの屈曲,伸展の筋力発揮を被験者の意識下で

行わせた｡

その結果,0.8max,0.5max,0.3maxのレベルでの発揮は三レベル間に有意な差は得られない

ものの,0.5maxレベルでの筋力発揮が指示されたレベルに最も近い値を示した｡また,指示され

たレベルが高い程,指示されたレベルをオーバーする者が少なく,指示されたレベルが低くなる程,

指示されたレベルをオーバーする者が多くみられる等の結論を得た｡

今回は上腕の屈曲,伸展以上に柔道において,相手との接点となって,最も力の入れ加減が要求

される握力の測定を行った｡前回29)同様,指示のレベルを0.8max,0.5max,0.3maxにして,前

回の上腕の結果と比較をしたかったが,予備実験段階で握力の0.8maxの3秒程度の保持が難しい

ため,データ処理で0.8maxの時点の特定が難しく,今回は指示のレベルをMmax,j^max,lA

maxレベルと′した｡その指示したレベルと実際の発揮した握力の値とどれ位の開きがあるのかと

いう事と,各レベル間で差違はみられなか,また,柔道の作用の異なる｢釣り手｣と｢引き手｣に

違いがないかを比較するとともに,前回の結果とも比較を行い,身体の部位によって発揮の仕方に

違いがないかを検討していきたい｡

Ⅱ.方　　　法

測定は平成4年9月7日(月)に行った｡場所は鹿児島大学教育学部体育科運動学実験室｡被験

者は全員,鹿児島大学柔道部員である｡実験は｢図･1｣のように,被験者に最大握力を発揮させ

その30秒後,最大握力の2A,のレベルを指示して,それぞれのレベルに対して,自意識下の

握力発揮を行わせた｡

○

図1.実験システム

データの抽出においてはオシロペーパー上で,約3秒程度,最も安定した時点を採用した｡

データの処理に当っては,最大握力値から算出された%max, Kmax, Kmaxレベルで実際に

発揮された握力値を割ってパーセントで表わした｡そして,その値をそれぞれのレベル間に対して,

有意なものがないかどうかを検討するため,二元配置の分散分析を行い, F値を算出した｡また,

主効果のみられた際,どのレベル間に有意であるかをみるために, t一検定を行った｡
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Ⅲ.結果と考察
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1 )右手の握力発揮について

｢表･ 1｣にみるように,右手のmaxの平均は59.8kgで,左手の53.8kgより6kg大きい値を示し

た｡指示されたレベルに対する握力の発揮の方向をみてみると, /ismaxレベルで指示したレベル

をオーバーする者が16人中, 7人であった｡ Kmaxレベルでは指示したレベルをオーバーして握

力発揮する者が16人中, 3人であった｡ Kmaxレベルでは指示したレベルをオーバーして握力発

揮する者が16人中, 2人であった｡この事より,指示レベルに対する握力発揮の方向は指示された

レベルが高い程,指示したレベルをオーバーする者が多く,指示したレベルが低い程,指示したレ

ベルをオーバーする者が少なくなる傾向がみられた｡

表･ 1,右手の握力発揮値

n u n n a m e
D a n

M a x K M a x
※ ※

K M a x
※ ※

M M a x
※ ※

G r a d A (kg ) B (% C (kg ) D % E (kg ) F (% )

1 S . F 3 6 2 .4 4 1 .6 39 .3 94 .5 3 1 .2 21 .6 69 .2 2 0 .8 1 5 .0 7 2 .1

2 N ●S 2 6 1 .2 4 0 .8 43 .9 1 0 7 .6 3 0 .6 2 1 .2 69 .3 2 0 .4 1 3 .1 6 4 .2

3 H ●S 2 5 7 .8 3 8 .5 2 7 .3 70 .9 2 8 .9 19 .6 67 .8 19 .3 1 2 .3 6 3 .7

4 T ● A 2 6 7 .0 4 4 .7 48 .1 1 0 7 .6 3 3 .5 2 9 .3 87 .5 2 2 .3 1 8 .1 8 1 .2

5 K ●E 1 5 5 .8 3 7 .2 23 .1 6 2 .1 2 7 .9 16 .2 58 .1 18 .6 10 .4 5 5 .9

6 M ●S 2 5 9 †3 3 9 .5 34 .7 8 7 .9 2 9 .7 2 7 .3 91 .9 19 .8 1 5 .8 7 9 .8

7 M ●T 2 58 .9 3 9 .3 3 1 .6 8 7 .1 2 9 .5 2 3 .1 78 .3 1 9 .6 1 3 .1 66 .8

8 Y . 早 2 50 .0 3 3 .3 1 9 .6 58 .9 2 5 .0 15 .4 6 1 .6 1 6 .7 10 .8 64 .7

9 T ● H 2 6 2 .8 4 1 .9 3 1 .6 75 .4 3 1 .4 19 .3 6 1 .5 2 0 .9 l l .6 5 5 .5

1 0 H ●D 2 52 .8 3 5 .2 2 5 .0 7 1 .0 2 6 .4 15 .8 59 .9 1 7 .6 l l .9 6 7 .6

l l E ●S 2 6 1 .6 4 1 .1 4 1 .2 100 .2 3 0 .8 18 .5 6 0 .1 2 0 .5 10 .0 48 .8

1 2 Y ●K 1 65 .5 4 3 .7 5 2 .8 120 .8 3 2 .8 3 8 .5 1 17 .4 2 1 .8 2 2 .0 ､100 .9

1 3 0 ●K 2 67 .8 4 5 .2 4 7 .0 104 .0 3 3 .9 2 7 .3 8 0 .5 2 2 .6 1 2 .7 56 .2

1 4 S ●K 2 57 .0 3 8 .0 4 3 .5 114 .5 2 8 .5 3 3 .1 1 16 .4 1 9 .0 16 .2 85 .3

1 5 K ●K 2 60 .5 4 0 .3 2 9 .3 72 .7 3 0 .3 2 0 .8 6 8 .7 20 .2 13 .9 68 .8

1 6 N ●F 0 57 .0 3 8 .0 44 .3 116 .6 2 8 .5 3 5 .4 12 4 .2 19 .0 32 .0 1 68 .4

女 59 .8 4 0 .0 36 .4 90 .7 2 9 .9 2 3 .9 79 .5 19 .9 14 .9 75 .0

S ●D 4 ●7 3 ●1 9 ●7 19 .7 2 ●3 6 ●9 2 1 .4 1 ●6 5 ●3 2 7 .2

※AはKmaxを指示された時の握力発揮値, Bは

CはYi:maxを指示された時の撞力発揮値, Dは

EはKmajを指示された時の握力発揮値, Fは

A

Kmax

C

>imax

E

Kmax

×100

× 100

×100
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また,指示レベルに対する筋力発揮の割合の平均値についてみると, Kmaxレベルで,指示レ

ベルに対して90.7%, Kmaxレベルで79.5%, Kmaxレベルで75%であった｡指示のレベルが高

い程,指示のレベルに対して近い値を示し,指示したレベルが低い程,指示したレベルに対して遠

い値を示した｡

前回29)は,上腕の屈曲で指示したレベルに対する近い値を示したのはMmax, 0.3max, 0.8max

レベルの順で,伸展では3^max, 0.8max, 0.3maxの順であった｡上腕ではKmaxレベル,握力

ではKmaxレベルで指示したレベルに最も近い値を示す事から,同じ身体であっても,身体部位

によって意識水準に違いがあるのではないかと考えられる｡または,上腕のように大きな筋と指の

表2.右手のF値とt値

F債　-5.820

有意確率-一切. 00732

項 目 K m a x と K m a x K m a x と K m a x K m a x と K m a x

t 値 2 .3 60 3 .3 14 0 .3 14

有意確 率 0 .0 24 0 .00 2※ 0 .34 7

Bonferroniの基準　淋有意確率0.00333以下

筋のように小さな筋における発揮に意識と実際の発揮にズレが生じるのではないかと考える｡

また, Kmax, Hmax, Kmaxの各レベル間で, ｢表･ 2｣のようにF-検定を行うと,グルー

プ間のF借は5.820で, 0.7%水準で主効果がみられた｡そこで, Bonferroniの方法によって,三レ

ベル間のt一検定を行うと, ｢表･ 2｣のようにKmaxレベルとKmaxレベル間で1%水準で有意

な差がみられた｡

この事から, KmaxレベルよりKmaxレベルの方が有意に指示された値に近いことがわかった｡

逆に, Kmaxレベルの握力の発揮を求める指示を出す場合はKmaxレベルに比較して,有意に下

回る事から,本人が意識している以上に,より大きく握力を発揮するように,指導する必要がある

と考える｡

2)左手の握力発揮について

左手のmaxの平均は53.8kgで,右手のRQ Q¥rp>より6kg小さい値を示した｡各レベル間の握力発

揮の方向をみると,指示されたKmaxレベルでオーバーする者が16人中, 10人と半分以上がオー

バーし,右手の7人より多い｡指示されたKmaxレベルでは指示されたレベルをオーバーする者

が16人中, 6人で,右手が同レベルで3人であったのと比較して倍以上多い｡またKmaxレベル

では指示したレベルをオーバーする者が16人中, 5人で右手が同レベルをオーバーする者が16人中,

2人であった｡この事より,握力発揮の方向として,右手より左手の方が指示されたレベルをオー

バーする傾向があり,各レベル間では右手と同様,指示されたレベルが高い程,指示されたレベル

をオーバーする者が多い傾向があることがわかった｡
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表3.左手の握力発揮値
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n u n n a m e
D an

M a x K M a x
※ ※

K M a x
※ ※

K M a x
※ 栄

G ra d A (kg) B (% C (kg) D % E (kg) F (96

1 S●F 3 56 .2 37.5 48 .5 129 .3 28 .1 34 .1 121.4 18.7 24.3 130 .0

2 N ●S 2 44 .3 29.5 33.9 114 .9 ､22 .2 24 .6 110 .8 14.8 13.9 93 .9

3 H ●S 2 53 .5 35.7 30 .8 86 .3 26 .8 20 .0 74 .6 17.8 10.8 60 .7

4 T ●A 2 65 .8 43.9 50 .4 114 .8 32 .9 38 .5 117.0 21.9 15.8 72 .2

5 K .E 1 40 .8 27.2 28.9 106.3 20 .4 13 .5 66.2 13.6 10.0 73 .5

6 M ●S 2
7

58 .9 39.3 25.0 63.6 29 .1 一 22.3 76.7 19.6 18.9 96 .4

7 M ●T 2 52.4 34 .9 31.6 90.5 26 .2 19.6 74.8 17.5 ll.9 68 .0

8 Y ●H 2 50 .1 33 .4 36.6 109.6 25 .1 23 .9 95.2 16.7 17.7 106 .0

9 T ●由 2 58 .1 38 .7 43.5 112.4 29 .1 35.4 121.7 19.4 24.2 124 .7

10 H ●D 2 46 .6 31.1 17.7 56.9 23 .3 10.0 42.9 15.3 6●2 40 .5

ll E ●S 2 53.9 35 .9 25.8 71.9 27.0 15.4 57.0 18.0 8●9 49 .4

12 Y ●K 1 68 .9 45 .9 55.4 120.7 34 .5 34.3 99.4 23.0 15.8 68 .7

13 0 ●K 2 51.2 34 .1 30.0 113.7 25 .6 15.0 58.6 17.1 9●6 56 .1

14 S●Y 2 48.5 32 .3 40.4 125.1 24 .5 29 .7 121.2 16.2 18.9 116 .7

15 K ●K 2 54.7 36 .5 32.7 89.6 27.4 20.4 74.5 18.2 16.2 89 .0

16 N ●F 1 56.6 37.7 37.7 100 .0 28 .3 33.1 117.0 18.9

∫

27.0 142.9

女 53.8 35 .9 35.6 100.4 26 .9 24 .4 89 .3 17.9 15.6 86 .8

S●D 7●0 4●7 9●8 21.2 3●5 8●6 25.9 2●4 5.8 . 29 .6

※AはKmaxを指示された時の撞力発揮値, Bは

CはKmaxを指示された時の握力発揮値, Dは

EはKmaxを指示された時の撞力発揮値, Fは

A

Kmax

C

Kmax

E

Kmax

×100

×100

× 100

各レベルの指示されたレベルに対して,実際に発揮した割合の各レベル間の平均値をみてみると,

｢表･3｣のように,Kmaxレベルが100.4%,lAm&xレベルが89.3%,Kmaxレベルが86.8%で

あった｡指示されたレベルが高い程,指示されたレベルに近い値を示し,指示されたレベルが低い

檀,実際に発揮する値は指示された値を遠ざかる傾向がみられた｡この傾向は右手と同様な傾向を

示し,前回の上腕における屈曲,伸展とは異なる結果を示した｡

表4.左手の各レベルの間のF値とt値

F値-3.479

有意水準一一叫.04377

項 目 K m a x fc K m ax K m ax とM m ax K m a x とK m ax

t 値 4 .04 4.96♯ 0 .003

※5 %水準>4.07
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また, 3レベル間に二元配置分散分析を行い, ｢表･ 4｣の如くF値を求めると, 5%水準で主

効果がみられ,更に,各レベル間にt一検定を行いt値を求めると, ｢表･ 4｣のように　Kmaxレ

ベルとKmaxレベルに5%水準で有意な差がみられた｡この事は右手と同じ様に教師が生徒に%

maxレベルの指示を与える時には本人が意識している以上に,より大きい発揮をするような指示

を与える必要がある｡

そして,左と右が同じ傾向を示す事から,同じ個体であっても,身体の部位によって,意識下の

発揮に違いがみられる事が明らかになった｡この違いは上腕のような大きな筋と指のように小さな

筋の違いが,その違いに関係しているのではないかと考えられる｡

3)左右の握力発揮の比較

左右の握力を比較すると, maxを比較すると右手の握力が大きい値を示すが, ｢表･ 5｣のよう

表5.右手と左手のt値

項 目 M a x K m a x レベル K m a x レベル K m ax レベル

t 値 1.110 1.287 1.128 1 .132

※5 %水準>2.1315

に有意差はみられなかった｡筋力発揮の方向はKmax, J^max, J^maxのそれぞれのレベルに対

して,左手の方が指示されたレベルをオーバーする傾向がある｡各レベル間で指示されたレベルで

実際に発揮したレベルの割合を左右の平均値を比較すると, Hmaxレベルで右手で90.7%,左手

で100.4%, Kmaxレベルでは右手で79.5%,左手で89.3%, Kmaxレベルで右手で75%,左手で

86.8%であり,左手の発揮の方が指示されたレベルに近い値を示す傾向がみられるが, ｢表･ 5｣

をみると,左右のいずれのレベル間にも有意差はみられなかった｡この事から,筋力発揮において

は右がやや大きい値を示し,筋力発揮の方向では左の方が指示されたレベルをオーバーする傾向が

みられるが,完全な左右の差違はみられなかった｡

4) ｢引き手｣の握力発揮について

｢表･ 1｣と｢表･ 3｣のnum1-5までの被験者は左組み　num6-16までは右組みである｡

そこで, ｢表･ 1｣のnum1-5と｢表･ 3｣のnum6-16を合成すると,左組みの者の右手と右

組みの者の左手になるので,柔道の｢引き手｣となる｡そうしたのが, ｢表･ 6｣である｡

｢引き手｣のmaxは56.5kg, ｢釣り手｣は57.1kgである｡ ｢釣り手｣が0.6kg ｢引き手｣より大き

い値を示した｡左右で比較した時よりその差は小さい｡

各レベル間の筋力発揮の方向をみると　Kmaxレベルで指示したときは指示したレベルを16人

中, 8人がオーバーし,丁度半分であった｡また, j^max, Kmaxレベルとも指示したレベルを

オーバーしたのは16人中,共に3人であった｡

指示したレベルに対して,実際に発揮した割合の平均をみてみると, %maxレベルで93.6%,

72maxレベルで80.7%, Kmaxレベルで80.9%であった｡これまで左右においては,指示された
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表6. ｢引き手｣の握力発揮値

33

nun nam e
D an

M ax M M aj
※ 栄

M M ax
※ ※

K M ax
※ ※

G rad A (kg) B % C (kg) D (% ) E (kg) F (%

1 S●F 3 62.4 41.6 39.3 94.5 31.2 21.6 69.2 20.8 15.0 72.1

2 N ●S 2 61.2 40.8 43.9 197.6 30.6 21.2 69.3 20.4 13.1 64.2

3 H ●S ■2 57.8 38.5 27.3 70.9 28.9 19.6 67.8 19.3 12.3 63.7

4 T ●A 2 67.0 44.7 48.1 107.6 33.5 29.3 87.5 22.3 18.1 81.2

5 K ●E 1 55.8 37.2 23.1 62.1 27.9 16.2 58.1 18.6 10.4 55.9

6 M ●S 2 58.9 39.3 25.0 63.6 29.1 22.3 76.7 19.6 18.9 96.4

7 M . T 2 52.4 34.9 31.6 90.5 26.2 19.6 74.8 17.5 ll.9 68.0

8 Y ●H 2 50.1 33.4 36.6 109.6 25.1 23.9 95.2 16.7 17.7 106.0

9 ■ T●H 2 58.1 38.7 43.5 112.4 29.1 35.4 121.7 19.4 24.2 124.7

10 H ●D 2 46.6 31.1 17.7 56●▲9 23.3 10.0 42.9 15.3 6.2 40.5

ll E●S 2 53.9 35.9 25.8 71.9 27.0 15.4 57.0 18.0 8●9 49.4

12 Y ●K 1 68.9 45.9 55.4 120.7 34.5 34.3 99.4 23.0 15.8 68.7

13 0●K 2 51.2 34.1 30.0 113.7 25.6 15.0 58.6 17▼1 9●6 56.1

14 S●Y 2 48.5 32.3 40.4 125.1 24.5 29.7 121.2 16.2 18.9 116.7

15 K ●K 2 54.7 36.5 32.7 89.6 27.4 20.4 74.5 18.2 16.2 89.0

16 N ●F 0 56.6 37.7 37.7 100.0 28.3 33.1 117.0 1◆8●9 27▼●0 142.9

女 56.5 37.7 34.9 93.5 28.2 22.9 80.7 18.8 15.3 80.9

S●D 6●1 4●1 9●8 21.5 3●0 7●3 23.4 2●0 5●4 28.2

※AはKmasを指示された時の握力発揮値, Bは

CはKmaxを指示された時の握力発揮値, Dは

EはKmaxを指示された時の握力発揮値, Fは

A

Kmax

C

Kmax

E

Kmax

× 100

×100

×100

レベルが高い程,指示されたレベルに近い値を示し,逆に,指示されたレベルが低い程,指示され

たレベルより遠い値を示したが, ｢引き手｣においてはKmaxレベルが指示されたレベルの値から,

わずかながらも0.2%の差で, Kmaxレベルより遠い値を示した｡

また, 3レベル間に二元配置分散分析を行い, ｢表･ 7｣の如くF値を求めると, 5%水準で主

効果がみられ,更に各レベル間にt一検定を行うと｢表･ 7｣のように, Kmaxレベルとj^maxレ

表7. ｢引き手｣の各レベル間のF値とt値

F値　1.152

有意確率一一叫.02559

項 目 K m ax t M m ax K m ax と% m a豪 K m ax とK m ax

t 値 6.37※ 6.09※ 0.003

楽5 %水準>4.07
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ベル,またKmaxレベルとKmaxレベル間に5%水準で有意な差がみられた｡この事から, ｢引

き手｣の握力の発揮はKmaxレベルで指示する時と, Kmax, Kmaxレベルで指示をする時,指

導者は注意を払う必要があると考える｡

5) ｢釣り手｣の握力発揮について

｢表･ 3｣のnum1-5までの左組みの左手と｢表･ 1｣のnum6-16までの右組みの右手とを

合成すると,柔道の｢釣り手｣になる｡それが｢表･8｣である｡

表8. ｢釣り手｣の握力発揮値

n u n n a m e
D a n

M a x K M a x
※ ※

K M a x
栄 ※ % M A Ⅹ ※ ※

G r a d A kg B % C (k g ) D (% ) E (k g ) F (% )

1 S ●F 3 5 6 .2 3 7 .5 48 .5 129 .3 2 8 .1 3 4 .1 12 1 .4 18 .7 24 .3 130 .0

2 N ●S 2 4 4 .3 2 9 .5 33 .9 114 .9 2 2 .2 24 .6 1 10 .8 14 .8 13 .9 93 .9

3 H ●S 2 5 3 .5 3 5 .7 30 .8 86 .3 2 6 .8 20 .0 7 4 .6 1 7 .8 10 .8 60 .7

4 T ●A 2 6 5 .8 4 3 .9 50 .4 114 .8 3 2 .9 3 8 .5 11 7 .0 2 1 .9 15 .8 7 2 .2

5 K ●E 1 4 0 .8 2 7 .2 28 .9 106 .3 2 0 .4 1 3 .5 6 6 .2 13 .6 10 .0 73 .5

6 M ● S 2 5 9 .3 3 9 .5 34 .7 8 7 .9 2 9 .7 2 7 .3 9 1 .9 19 .8 15 .8 79 .8

7 M ●T 2 5 8 .9 3 9 .3 3 1 .6 8 7 .1 2 9 .5 23 .1 7 8 .3 19 .6 13 .1 66 .8

8 Y ●H 2 5 0 .0 3 3 .3 ー 19 .6 5 8 .9 2 5 .0 1 5 .4 6 1 .6 16 .7 10 .8 64 .7

9 T ●H 2 6 2 .8 4 1 .9 3 1 .6 7 5 .4 3 1 .4 1 9 .3 6 1 .5 20 .9 l l .6 5 5 .5

10 H ●D 2 5 2 .8 3 5 .2 2 5 .0 7 1 .0 2 6 .4 1 5 .8 5 9 .9 17 .6 l l .9 6 7 .6

l l E ● S 2 6 1 .6 4 1 .1 4 1 .2 10 0 .2 3 0 .8 1 8 .5 6 0 .1 20 .5 10 .0 48 .8

1 2 Y ●K 1 6 5 .5 4 3 .7 5 2 .8 12 0 .8 3 2 .8 3 8 .5 11 7 .4 2 1 .8 22 .0 100 .9

1 3 0 ● K 2 6 7 .8 4 5 .2 4 7 ●▼0 10 4 .0 3 3 .9 2 7 .3 1 5 22 .6 1 2 .7 56 .2

1 4 S ●Y 2 57 .0 3 8 .0 4 3 .5 11 4 .5 2 8 .5 3 3 .1 11 6 .4 19 .0 16 .2 85 .3

1 5 K ●K 2 60 .5 4 0 .3 2 9 .3 7 2 .7 3 0 .3 2 0 .8 6 8 .7 20 .2 13 .9 68 .8

1 6 N ●F 1 57 .0 38 .0 44 .3 11 6 .6 28 .5 3 5 .4 12 4 .2 19 .0 32 .0 168 .4

恵 一 57 .1 38 .1 3 7 .1 9 7 .5 28 .6 2 5 .3 1.2 19 .0 15 .3 80 .8

S ●D 7 ●3 4 ●9 9 ●6 2 0 .3 3 ●6 8 ●1 2 4 .5 2 ●4 5 ●8 29 .9

※AはKmasを指示された時の握力発揮値, Bは

CはKmaxを指示された時の撞力発揮値, Dは

EはVzmaxを指示された時の握力発揮値, Fは

A

Kmax

C

Kmax

E

Kmax

× 100

×100

× 100

｢釣り手｣におけるmaxは57.1kgで｢引き手｣の56.5kgより0.6kg大きい値を示した｡

各レベル間の筋力発揮の方向をみると, Kmaxレベルでは指示されたレベルよりオーバーして,

発揮するのが16人中, 8人で半分であった｡ Kmaxレベルでは指示された以上にオーバーして,

発揮するのは16人中, 6人で, Kmaxレベルでは16人中, 3人であった｡ ｢引き手｣とは異なり,

指示されたレベルが高い程,指示されたレベルをオーバーする傾向にあり,指示されたレベルが低
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い程,指示されたレベルを下回る傾向を示した｡前回の上腕の屈曲,伸展に筋力発揮とは異なる傾

向を示した｡

また,各レベルに対する実際に発揮した割合の平均をみると, Kmaxレベルでは97.5%, Kmax

レベルで88.2%, Kmaxレベルで80.8%であった｡指示されたレベルが高い程,指示した値に近い

値をとり,指示されたレベルが低い程,指示された値より遠い借を示した｡そこで,各レベルに対

する実際の発揮した割合について,三レベル間の二元配置分散分析を行い, ｢表･ 9｣の如くF値

を求めると1%水準で主効果がみられた｡さらに,各レベル間にt一検定を行ったのが, ｢表･ 9｣

であり, KmaxレベルとKmaxレベル間に5%水準で有意差がみられた｡この事から　Kmaxレ

表9. ｢釣り手｣のF値とt値

F値　-5.489

有意確率一一叫.0093

項 目 K m ax とK m ax K m ax とK m ax K m ax と3̂ m ax

t 値 1.855 3.305 1.450

有意確率 0.073 0.002※ 0.157

Bonferroniの基準1 %水準※有意確率0.00333以下

ベルでの握力発揮の際は注意して発揮させる必要がある｡また, Kmaxレベルの握力発揮がいず

れの場合も,指示されたレベルより遠い値を示す事から,北本等19)が追従の実験で,全然負荷をか

けないより,むしろ適切な負荷のあった方が成績の良い事を報告しているが,握力発揮はKmax,

Kmaxは被験者にとって,余りに軽い指示と被験者が感じ, Kmaxレベルが適切な負荷に近い感

じを持つからではないかと考える｡それは前回の上腕の筋力発揮の際は3^maxレベルがそれでは

ないかと考える｡

6) ｢引き手｣と｢釣り手｣の握力発揮の比較

maxは0.6kg ｢釣り手｣が大きい値を示した｡指示されたレベルに対する実際の発揮の割合の方

向をみると, Hmsixレベルはいずれも指示されたレベルをオーバーする者が8人で同数であった｡

Kmaxレベルでは指示されたレベルをオーバーする者は｢引き手｣が3人, ｢釣り手｣が6人であ

った｡ ｢釣り手｣の場合が｢引き手｣に倍以上多かった｡ Kmaxレベルでは指示されたレベルをオ

ーバーする者は共に3人であった｡ Kmaxレベルだけが異なる傾向を示した｡

指示されたレベルに対する実際に握力発揮の割合を｢引き手｣と｢釣り手｣についてみると, %

maxレベルでは｢引き手｣が93.5%, ｢釣り手｣が97.5%でやや｢釣り手｣が指示されたレベルに

近い値を示した｡両者間にt一検定を行ったが, ｢表･10｣にみるように有意差はみられなかった｡

Kmaxレベルでは, ｢引き手｣が80.7%, ｢釣り手｣は88.2%でやや｢釣り手｣が指示されたレベル

に近い借を示したが,両者間に有意差はみられなかった｡ Kmaxレベルでは｢引き手｣が80.9%,

｢釣り手｣が80.8%で,ほぼ同じ割合を示した｡勿論,両者間に有意差はみられなかった｡
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表10. ｢引き手｣と｢釣り手｣のt値

項 目 M ax K m ax レベル K m ax レベル r3m ax レベル

t 値 0.2456* 0.524 0.911 0.004

※5 %水準>2.1315

｢引き手｣と｢釣り手｣はmaxの値,握力発揮も方向もKmaxレベルを除けば同じ傾向を示し,

指示されたレベルに対する実際に発揮した割合においても｢釣り手｣がKmax, Hmaxレベルを

やや指示されたレベルに｢引き手｣より近い値を示すが,有意差はみられない事から,柔道の特性

からくる, ｢引き手｣と｢釣り手｣の作用の違いはないものと考える｡

Ⅲ.総　　　括

今回の柔道選手の握力発揮を要約すると,以下のようになった｡

1.指示されたレベルの握力発揮の方向は｢引き手｣を除き,指示されたレベルが高い程,指示

されたレベルをオーバーする者が多い傾向がみられた｡

2.指示されたレベルに対する実際に発揮した割合は指示されたレベルが高い程,指示された値

に近い値を示し,指示されたレベルが低い程,遠い値を示した｡

3.左と右の特性による違いはみられなかった｡

4. ｢引き手｣と｢釣り手｣の作用の違いによる特性はみられなかった｡

5.上腕の屈曲,伸展の際と異なる傾向を示し,身体の部位によって,意識下の域値を発揮する

筋力値が異なることがわかった｡これは筋の大小が関係しているのではと考えられた｡

6.握力の発揮はKmaxレベルの指示が最も発揮しやすいレベルであった｡

7. Mmaxレベルでは発揮を指示する場合はKmaxレベルより有意に指示されたレベルより遠

い値を示すことから,指導者は特に注意を払うレベルと判断された｡
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